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令和５年度 小平市立小平第一小学校給食運営委員会（第１回）について 

 

このことについて下記の通り報告します。 

記 

日時 ：令和５年６月１６日（金） 午後０時２０分から午後１時０５分まで 

会場 ：小平第一小学校 夢のひろば 

出席者：    １３名 

傍聴者：     ０名 

 

会議の概要 

１ 校長挨拶 

本日は、お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。本校の給食は、自校

方式で運営している。給食を試食していただき忌憚のないご意見、課題等をお聞かせいた

だきたい。 

 

２ 委員自己紹介 

 

３ 試食 

＊献立説明 

本日の献立は、牛乳、チキンライス、魚のハーブパン粉焼き、野菜スープである。どの

学年の子どもたちにも食べやすい洋風献立である。魚は、くせの少ないメルルーサを使用

し、ハーブで味付けしている。野菜スープはガラを煮込んでスープをとり、具に使用して

いる玉ねぎは、小平の地場野菜である。 

 

４ 協議、質疑応答 

（１）本校の給食運営、食育について 

手づくり調理を中心に作っている。給食を通した食育として、行事食や世界の料理など

を取り入れ、様々な食文化を知ることができるように考慮している。給食時には、毎日各

クラスに「もりもりランチ」を配布し、その日の献立、使用されている食材、献立のエピ

ソードやクイズを掲載している。子どもたちからは、クイズの答えとメッセージを返信し



てもらい、子どもたちとのコミュニケーションに活かしている。 

食育活動では、先日、２年生のそらまめのさやむきを実施した。コロナで休止していた活

動も少しずつ再開している。また、野菜ソムリエや食品メーカーなどを招き、直接専門家か

ら学ぶ食育を実践している。今後も様々な場面での食育を推進していきたいと考える。 

 

（２）市教委より 

（学務課長）小平市内１９校小学校のうち調理業務委託をしているのは１４校である。 

委託校では、各学校での回数は異なるが給食運営委員会を開催している。この給食運

営委員会は、保護者、受託事業者、学校教職員、教育委員会が一堂に会して試食を行

い、給食についてご理解いただき、改善に向けてのご意見等をお聞かせいただく場と

している。 

昨今の物価高騰の中でも、保護者負担額の給食費を変更なく実施しているが、実

際には、運営は非常に厳しい。このことから、市は物価高騰分として１食単価の約

１０％相当額の補助金を交付している。今後については、保護者の皆様からの給食

費負担を変更するのか等、給食費を無償化している自治体の事例なども参考にしな

がら、研究しているところである。子どもたちのために、安全で安心な給食を、さ

らに美味しくよりよい給食提供ができるようにしていきたいと考えている。ご意見

をいただき、引き続きご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

（３）調理業務委託事業者より 

（受託事業者）弊社は自校方式、センター方式の全国の営業所で１日に１２０万人の子ど

もたちへ給食提供を行っている会社である。現在小平市内７校で給食調理業務を受

託している。会社設立より５０年以上食中毒事故ゼロを継続している。今後も体調管

理も含めた衛生管理を徹底し、事故ゼロを継続し安全安心で美味しい給食づくりを

行っていきたい。 

 

（４）保護者より 

（保護者）日頃の美味しい給食に感謝している。本日は楽しみに出席した。コロナ以前の

保護者向け給食試食会に出席したことがあったが、その後コロナ禍での試食会休止

となり、委託化や給食の内容については、非常に気になっていた。家庭配布献立表や

ホームページ、子どもから聞くなどで確認はしていたが、本日、直接栄養士や調理員

から話を聞くことができ、献立作成や大量調理の様子などがわかり安心した。また、

家庭でも、給食の献立は参考にさせてもらうことがある。 

（保護者）家庭では苦手で手を付けない食材でも学校では、全部食べたと話している。 

（保護者）魚が食べやすい切り身でよかった。スープも懐かしい給食の味でおいしかった。 

 



（保護者）家庭では牛乳を飲まないこともあるが、学校では飲んでいるようだ。おかわりも

していると聞く。今後も子どもたちの大好きな給食を安全でおいしい給食であるこ

とを楽しみにしている。 

（保護者）子どもたちは、給食の時間を楽しみにしている。献立表を見ながらおかわりした

ものなど話題にしている。給食のために食具やランチョンマットなど家庭から持参

しなくてよいことに驚いた。個人の感想だが、箸くらいは自宅から持参させてもよい

のではないかと感じた。 

（保護者）子どもは量が足りない言っており、いつもおかわりじゃんけんに参加しているよ

うだ。負けてしまって悔しかったことなどを家庭で話している 

 

 

５ 質疑応答 

  

６ その他 

（保護者）ホームページで給食の様子が紹介されるのをよく見ていたので、今後もぜひお願

いしたい。 

（保護者）手作りパンのレシピを紹介して欲しい。 

（市教委より）家庭から箸を持参させてもよいのでは、というご意見をお聞かせいただいて

が、学校には木製の箸を配備しており、献立に応じて使用しているので、ご安心

いただきたい。 


